
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 9 11 4 4 0 0 0 0 0 0 4 4 0 0
14 * 0 0 6 11 4 4 4 1 9 10 3 0 0 1
15 * 0 1 2 2 0 0 3 0 2 2 1 9 0 0
31 * 2 3 2 4 4 4 1 0 2 2 3 1 0 0
34 * 0 1 0 1 0 0 3 1 0 1 1 0 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
19 0 0 0 0 0 1 2 1 0 2 2 0 0 0 0
20 0 2 4 6 12 2 3 1 1 1 2 1 0 0 0
33 0 0 3 2 3 1 2 2 1 1 2 2 0 0 0
41 0 0 0 3 5 0 0 4 0 1 1 1 0 0 0
45 0 0 0 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
82 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0
84 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
95 0 0 0 0 3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 8 6 14 0

13 24 26 50 12 15 23 12 25 37 19 15 0 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 0 2 4 6 0 0 2 1 3 4 3 3 0 0
15 * 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
18 * 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 3 0 0 0
33 * 0 0 0 5 5 10 1 6 0 6 3 2 0 0
90 * 0 1 3 7 0 2 2 0 2 2 5 1 0 0
1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 3 0 0 0
2 0 0 0 1 2 0 1 2 0 0 0 2 0 0 0
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
10 0 0 0 6 11 3 3 1 0 1 1 3 1 0 0
11 0 0 0 2 6 2 2 2 1 3 4 3 0 0 0
16 0 0 0 3 7 3 3 3 0 6 6 1 1 0 0
17 0 1 3 3 6 1 2 0 0 0 0 2 0 0 0
19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 2 6 8 0

1 6 23 51 14 25 16 10 22 32 31 9 0 0
Team / Coach: 樋口　泰 -
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上田 雅也 35 32
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２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.10.07
立命館大学開始時間 11:00

会　　場 なみはやドーム

立命館大学
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勝ち点７ 勝ち点０試合ＮＯ 150
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大阪商業大学

男子

戦評
リーグ後半戦２日目第１試合は、立命館大学対大阪商業大学の一戦となった。終始立命館リードという試合となった
が、大商大もそれに食いついていくという試合となった。立命館はチャレンジマッチへと望みをつないだ。第１ピリオ
ド、開始１分ようやく大商大#16八幡のバスケットカウントで、得点が決まる。しかし、立命館がディフェンスから速攻な
どで3Pシュート決め、4分が経過したところ11-5とリードした。激しいディフェンスでファウルが増え、お互いフリース
ローでの得点が多くなる。大商大は、立命館の厳しいディフェンスにより、タフショットを余儀なくされ得点を積み重ね
ることができない。一方立命館は、#20古倉のドライブシュートや3Pシュートなどでリードする。残り1分、立命館は激し
いディフェンスから速攻へと繋げ得点していく。立命館がリードのまま31－12で終了。第2ピリオド、立命館の勢いは
止まらず、点差をさらに広げていく。大商大は、上手くファウルをもらい、フリースローでの得点で巻き返しを図る。早
く追いつきたい大商大は、激しいディフェンスをするも、ファウルが多くなり流れを引き寄せることが出来ない。立命
館は確実にシュートを決めていき、点差をさらに広げていく。終始、立命館ムードのまま54‐26で立命館のリードで前
半終了。第３ピリオド、#00上田の3Pシュートで後半戦スタート。ここに来て、大商大のシュートが決まってくる、#17合
田の3Pシュートが決まったところで、立命館がタイムアウトをとる。立て直した立命館は#00上田の3Pシュートなどで大
商大の追撃を許さない。さらに点差を広げていくことになる。だが、大商大は、負けじとオールコートでプレッシャーを
かけ必死に食らいついていくが、#00上田3Pシュートを止めることができない。このピリオドも大商大は、立命館を止
めることができず、89‐51で第３ピリオドが終了。第４ピリオド、交代の多くなった立命館は、ミスが目立ち始める、しか
し、大商大も、その相手のミスを得点に繋げることができない。５分経過も得点差は、立命館リードのまま変わらず。
大商大は#90川崎が連続して得点をあげるも、時すでに遅し。103‐63で立命館が勝利を、ものにした。
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